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九
州
大
学
教
授

柳
原
正
治

先
生

柳
原
正
治
教
授
は
、
一
九
五
二
年
七
月
に
富
山
県
で
生
ま
れ
、
一
九
七
五
年
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
法
学
政
治
学
研

究
科
の
修
士
課
程
、
引
き
続
き
博
士
課
程
に
進
学
し
、
一
九
八
一
年
に
は
同
大
学
か
ら
博
士
号
（
法
学
）
を
授
与
さ
れ
た
。
同
年
に
は
横
浜

国
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授
に
採
用
さ
れ
、
九
州
大
学
に
は
一
九
八
九
年
四
月
に
助
教
授
と
し
て
着
任
、
一
九
九
一
年
八
月
に
は
教
授
に
昇

進
さ
れ
た
。
計
二
七
年
間
の
九
州
大
学
勤
務
を
経
て
二
〇
一
六
年
三
月
に
退
職
さ
れ
た
。

柳
原
先
生
の
研
究
領
域
は
多
岐
に
亘
る
が
、
そ
の
骨
格
は
国
際
法
の
理
論
と
現
実
の
緊
張
関
係
に
着
目
し
、
国
際
法
史
と
国
際
法
の
基
本

原
則
の
実
態
解
明
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
国
際
法
史
に
つ
い
て
は
、『
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
』

有
斐
閣
）

同
書
の
も
と
に
な
っ
た

『
法
政
研
究
』
掲
載
論
文
は
安
達
峰
一
郎
記
念
賞
を
受
賞
）
や
『
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス

人
と
思
想
』

清
水
書
院
）
は
、
日
本
の
国
際
法
史
研
究

の
新
た
な
地
平
を
切
り
開
く
極
め
て
重
要
な
研
究
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
日
本
を
中
心
に
し
つ
つ
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
法
の
受

容
過
程
」
に
つ
い
て
実
証
的
な
歴
史
研
究
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
に
つ
い
て
は
二
〇
一
四
年
の
ハ
ー
グ
国
際
法
ア
カ

デ
ミ
ー
で
講
義
を
行
わ
れ
て
い
る
。
国
際
法
の
基
本
原
則
を
対
象
と
し
た
研
究
と
し
て
は
、
戦
争
や
領
域
な
ど
国
際
法
に
と
っ
て
根
本
的
な

概
念
を
対
象
と
し
た
多
数
の
論
文
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
国
際
法
講
義
』

信
山
社
）、『
国
際
法
』

放
送
大
学
教
育

振
興
会
）
と
い
っ
た
定
評
あ
る
教
科
書
を
も
編
集
・
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
際
法
学
会
理
事
長
（
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
）、

世
界
法
学
会
理
事
（
二
〇
〇
五
年
以
降
現
在
に
至
る
）、
国
際
法
協
会
日
本
支
部
理
事
（
二
〇
一
四
年
以
降
現
在
に
至
る
）
を
務
め
る
な
ど

学
会
活
動
で
も
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
て
い
る
。

九
州
大
学
の
管
理
・
運
営
面
で
先
生
が
果
た
さ
れ
た
貢
献
も
極
め
て
多
大
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
法
学
部
に
お
い
て
は
、
一
九
九
四
年
に

開
始
す
る
英
語
に
よ
る
修
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
（L

L
.M
.

プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
一
九
九
九
年
か
ら
の
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
（L

L
.D
.

プ
ロ
グ

ラ
ム
）、
二
〇
〇
一
年
か
ら
の
ヤ
ン
グ
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Y

L
P

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
立
ち
上
げ
か
ら
ご
退
職
ま
で
中
心
的
な
存
在

と
し
て
従
事
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
以
降
は
、
総
長
特
別
補
佐
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
、
国
際
交
流
推
進
室
長
等
の
要
職
を
務
め
ら

れ
た
後
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
九
月
ま
で
国
際
交
流
・
留
学
生
担
当
の
理
事
・
副
学
長
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
、
九
州
大
学
全

体
の
運
営
に
も
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

教
育
面
で
は
、
先
生
の
お
人
柄
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
学
部
ゼ
ミ
に
は
毎
年
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
大
学
院
で
先
生
の
指
導

を
受
け
、
研
究
者
と
し
て
あ
る
い
は
各
界
の
実
務
家
と
し
て
活
躍
中
の
弟
子
の
数
は
少
な
く
な
い
。
中
に
は
先
生
が
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
指

導
さ
れ
た
留
学
生
が
多
数
含
ま
れ
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

長
い
間
、
九
州
大
学
法
学
部
に
お
い
て
御
活
躍
さ
れ
た
柳
原
先
生
が
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
長
年
の
ご
功
労
に
対
す
る
感
謝
の

念
を
込
め
て
本
号
を
献
じ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。




